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学校生活の
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紹介

　少子化の影響で、本校の児童数も年々減少傾向にあり、現
在、全校児童数は131名です。それでも、４年生以上の児童が、
運動部と音楽部の2つの部活動に分かれ、頑張って活動をし
ています。
　今年度、音楽部の発表の場を増やそうと、一学期の終業式
後に、全校児童の前で演奏を披露する機会を設けました。５
月から始めた曲なので、完成度はまだまだの部分もあり、子
どもたちもちょっと緊張気味でしたが、練習の成果を発揮し
ようと一生懸命で演奏しました。聴いている子どもたちも、
いつも以上に真剣に聴き入っていました。演奏後は自然と大
きな拍手が沸き起こり、体育館全体が清々しい雰囲気に包ま
れました。
　今は、10月の野田小フェスティバル、２月の田原市小学校
音楽会に向け、新しい曲にも挑戦しています。人数は少なく
なっても、一人一人の演奏にかける思いは変わりません。これ
からも、大勢の人に野田の子の元気な演奏を届けていきます。

　六連小学校では、毎年５月の第４土曜日に、海岸で親
子学級を行っています。今年は、百々海岸で親子学級が
行われました。当日は、晴天に恵まれましたが、高波の影
響により、地引網が中止になり、ドッヂビー大会に変更
になりました。　
　初めに親子で海岸清掃を行いました。その後、ドッヂ
ビー大会が開催されました。男性の保護者は、利き手で
はない方で投げるというルールも忘れ、子どもたちも保
護者の方々も全力でディスクを投げる熱い戦いが見ら
れました。大会後、ＰＴＡ委員の方々に作ってもらった
豚汁と、スイカやメロンが振る舞われ、親子でお弁当を
食べました。
　地引網は中止になってしまいましたが、子どもたちや
保護者の方々のすてきな表情を見ることができた親子
学級でした。
　この様子は、５年生が社会科の学習で「ティーズ」を訪
問し、取材の依頼をしたことで、「ティーズ」の番組の中
でも放送されました。

「心を1つに」
音楽部、校内演奏会 野田小学校

「親子の触れ合い」　　
親子学級（ドッヂビー大会） 六連小学校

◦練習に励む音楽部の児童

◦終業式後の演奏会の様子

◦親子で海岸清掃

◦熱く盛り上がったドッヂビー大会
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